
1 

 

 
 

◆◆◆◆◆◆◆◆ 扶桑町が目指す部活動地域展開とは？ ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

●中学校部活動が抱える課題は・・・ 

    

 

  

 

 

 

 

 

            課題山積の中、扶桑町が目指して進めてきたポイントは… 

 

中学校部活動を、学校単位から地域単位へ緩やかに展開（移行）・連携し、 

中学生も含めた多様な世代が参加し、楽しく交流できる場づくり 

●実施内容（令和７年８月現在） 

  ・ 部活動指導員（顧問の代わりに指導できる指導者）と補助員合わせて４０名超の指導者配置 
  ・ 部活アプリを導入し、「スケジュール管理」「出欠確認」「連絡」の ICT化 
  ・ 小学１年生～中学３年生が参加可能な地域クラブ「ランニングクラブ」の創設（体育専科教員の 

指導・地域ランナーの見守りのもと活動、町の愛知駅伝事業との連携） 
  ・ 教職員の兼職兼業による指導の実現（小学校教諭の部活動指導、教員の地域クラブ指導など） 
  ・ 年２回、扶桑町地域クラブ活動推進検討委員会を実施し、検討を重ねる 
  ・ 年２回、地域指導者を対象に研修会を実施（運営方法や安全面・教育的な指導等） 
  ・ 長期休業中（夏休みなど）の休日の部活動の実施（顧問不在で部活動指導員の下、活動） 

・・・など、このあとの「扶桑町の部活動は今、どう変化している？」を参照 

 

今後は、以下のスローガンを掲げて、さらに地域展開を推進します。 

 
 

 

 

●扶桑町が目指す地域クラブは・・・ 

・ 子どもたちにとって、スポーツ・文化芸術活動の入り口となる場 

・ 「楽しさ」を知って、生涯続けられる場 
                                      具体的には… 

扶桑町地域クラブ活動推進プラン【実行編】 
～ 扶桑町が目指す新たなスポーツ・文化芸術活動の形 ～ 

地域クラブでつなぐ、スポーツ・文化芸術活動の楽しさ 
～ 子どもたちの「やりたい！」を支える環境づくりを目指して ～ 

少子化により、 

複数の部活動が存続不可に… 

校区の中学校でやりたい部活動がない… 

 

教員の勤務時間外の指導で支えるのも限界が… 

顧問が替わって 

指導方針が大きく変化… 
学習指導要領の改訂で、部活動が 

「学校の教育活動の一環」じゃなくなったら… 

他多数・・・ 
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子どもたちにとって、スポーツ・文化芸術活動の入り口となる場 

                     

 

 

 

● 令和８年度の夏以降は、休日の部活動は実施せず、地域クラブのみの活動となります。現在の予定

として、「中学生のみ地域クラブに参加（ランニングクラブを除く）」を想定していますが、各地域クラ

ブで環境が整えば中学生に限らず、小学生などの参加も将来的に可としていく予定です。 

               

 

 

● 現在は、２つの中学校にある各部活動に指導者を派遣することで「地域連携」を進めており、中学

校区を越えて、活動はできませんでした。しかし、地域クラブとなれば、「卓球」などの「扶桑中学校

にあって扶桑北中学校にない種目」の参加や、指導者が確保できたら「今まで両中学校ともになか

った種目」への参加などが可能となります。 

 

● 地域クラブは、扶桑中学校と扶桑北中学校の枠をこえて、誰もが参加できる仕組みであり、設置可

能な種目の中から、自分のペースでチャレンジできます。 

 

「楽しさ」を知って、生涯続けられる場 

                   

 

 

 

 

● これまでの部活動では、指導を担うのは学校の教員でした。教員がその競技に詳しければ、生徒は

たくさんのことを学び、楽しさを実感できましたが、現実には経験のない教員が突然顧問になるこ

とも多く、指導の質にばらつきが出るのが課題でした。 

 

● 地域クラブでは、その競技の経験者や指導経験がある地域指導者が子どもたちの指導にあたれる

よう整備中です。「もっとやってみたい！」「このスポーツっておもしろい！」というワクワクする気

持ちを育てながら、上達できるような地域クラブを扶桑町は目指します。 

子どもたちの「好き・楽しい・もっとやりたい」を支えられる地域クラブを目標に進めていきます。 
 

                   

 

 

● 中学３年生の夏の大会で引退後、そして卒業後も同じ仲間・場所で活動できる「新しい選択肢」が

生まれます。地域に根差したクラブとして、安定して指導が受けられる環境づくりを目指します。 

中学校部活動が「入り口」 地域クラブが「入り口」に 

希望の部活動がない 校区を関係なく、自分のペースで挑戦可能 

顧問が未経験の種目を 

指導する場合もあった 

競技経験・指導経験がある地域指導者

が継続して指導できる環境を目指す 

引退して、卒業 引退後・卒業後も、仲間と活動可能 
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◆◆◆◆◆◆◆◆ 扶桑町の部活動は今、どう変化している？ ◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

指導者について 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

地域クラブ（ランニング）について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡ツールについて 
  
 

 

 

 

 

 

 
 
 
検討委員会の実施         長期休業中の休日練習を実施 

  

 

 
 
 
 
 
 

【扶桑中】 
 

指導者を派遣 

わっと楽らくスポーツふそう 

【町内小学校】 
 

【扶桑北中】 
 

【地域の方々】 
 

●４０名超が指導者として参加。 

●休日の部活動は顧問不在で部活動指導員

のみで指導する活動も実施中。 

●休日の様子を部活動指導員と顧問で共有

しながら連携。 

●年３回の指導者研修会を実施。（安全講

習・教育的側面をふまえた指導の方法伝

達など） 

指導者を派遣 

わっと楽らくスポーツふそう 

【町内小中学校】 
 

●小学１年～中学３年が５０名以上登録。 

●年会費 2000 円、１回 500 円で受益者

負担により試験的に実施。 

●扶桑町内小中学校に勤務する体育科教員

が指導。体力づくりを目的に、中長距離走

を実施。 

●扶桑町主催の愛知駅伝参加事業と連携。 

●随時体験を受け入れ中。 
扶桑北中などで実施 
 

地域の方々が 
ボランティアで参加 

 

●経済産業省・文部科学省事業での掲載・ 

採択実績のある「部活アプリ」を採用。 

●顧問・指導者・生徒・保護者が登録。 

●「連絡」「スケジュール管理」「出欠連絡」 

「個人目標管理」などが可能。 

●今後も活用し、集金等もアプリで管理予定 

●具体的な機能はこちらから↓ 

     https://bukatsu.jp/ 

【学校】 
 

【地域指導者】 
 

わっと楽らくスポーツ 
ふそう 

【生徒・保護者】 
 

●年に２回、スポーツ協会・スポーツ推進委

員・文化協会・各中学校職員・各中学校

PTA・各中学校 CS 委員等を招集し、部

活動の地域展開について、意見をもらう。 

●検討委員会で出た意見をもとに、推進に向

けた方針を決め、実施していく。 

●夏休みなどの長期休業中の休日について、

今まで実施はしていませんでしたが、今年

度より部活動指導員による指導が開始。 

●熱中症対策等を十分に行いながら、学校と

連携して部活動を実施しています。 
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◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆扶桑町地域クラブとは？ ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

目指す姿 

スローガンの通り、スポーツ・文化芸術活動の「楽しさ」を知り、子どもたちの「やりたい！」 

があふれる地域クラブを目指します。 

～ 具体的なイメージ ～ 

・ 生徒の人間性や社会性が育つよう関わる（挑戦する気持ち、やり抜く力、チームワークなど） 

・ 国が推奨する練習時間や頻度等を参考に、生徒の発達状況等に応じた適度な練習量に抑える 

・ 生徒の主体性を伸ばすことを重視し、生徒自身が練習の内容や進め方などの計画・運営に参 

画できるチーム運営を目指し、指導者は技術的指導などを通して、生徒の活動を支える 

・ スポーツ・文化芸術活動の経験を通して、人としての成長を大切にした指導を心掛ける 

 

組 織 図 

● 総合型地域スポーツクラブ「わっと楽らくスポーツふそう」運営主体の「地域クラブ」 

 
【特徴】 

・ ステップアップ期間を経て、各中学校の部活動の特徴を色濃く受け継いだ地域クラブ。 

・ １回５００円の参加料で月謝という形をとらない。（練習の参加頻度を選択可能） 

・ 中小学校体育連盟主催大会（今までの部活動の夏の大会）のガイドラインを守った活動。 

・ 小中学校に勤務する教員が希望する場合、兼職兼業によって指導をする種目も設置予定。 

・ 「部活アプリ」によって、中学校部活動との連携を実施。 

 ・ 将来的に、いろいろな種目を選んで活動ができるよう整備予定。 

→ 発足当初は、種目固定を予定しています。（中学校部活動の夏の大会の参加が理由） 

 ・ 指導者が確保できる種目（文化的な活動も含む）を新たに設置予定。（12 月に HP にて公開） 

 

 
他にも… 
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活動環境 

● 総合型地域スポーツクラブ「わっと楽らくスポーツふそう」運営主体の「地域クラブ」 

【 場 所 】 今までと変わらず、各学校や公共施設を使います。 

         ※ 地域クラブとして活動するため、場所の使用料は無料です。 

 

【設備・用具】 基本的に現在部活動で使用している設備や用具等は使用できます。 

 

【 移 動 】 活動場所までの移動については自己責任の下、各自でお願いします。 

 

参 加 費 

● 総合型地域スポーツクラブ「わっと楽らくスポーツふそう」運営主体の「地域クラブ」 

年会費：４,000 円   1 回：500 円（チケット制） 
 

備  考 

● 活動中のけが等について、応急処置ができるような救急箱は準備する

予定ですが、体調管理においては自己管理となります。特に、夏季は熱

中症対策（保冷剤・水分の持参は必須）を十分にして活動に参加してく

ださい。 

● 平日の部活動と連携として、休日地域クラブの様子を部活アプリで共

有し、平日部活動で生徒のサポートに反映させます。 

● 希望する教員は兼職兼業で休日の地域クラブの指導は可能です。 

 

文化協会との連携 
文化協会の中で受け入れ可能な団体については、時間を調整し、多世代にわたった交流がで

きるよう、参加者と一緒に文化を楽しめる環境を整備中。令和８年１月頃にお知らせ予定。 

誠信高等学校との連携 
誠信高等学校の職員を指導者として招き、高校で練習をしたり、高校生と一緒に活動したり

と、体験の幅が広がるように調整中です。 

地域のクラブチームのご紹介 
中学生の参加が可能な近隣のクラブチームを取りまとめ、より競技性を重視して活動したい

という生徒に向けて、紹介する予定です。 
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スケジュール（予定） 

年 月 内    容 

７

年 

度 

１０月 

令和８年夏より活動できる地域クラブの募集・申請スタート 

※ ２つの中学校にある部活動は合同となって地域クラブを発足予定 

※ 指導者が確保できる種目（文化芸術活動含む）は新たに発足予定 

１１月 
扶桑町地域クラブ活動推進プラン【実行編】の発出 

※ 扶桑町 HP にて本文書を公開。tetoru にて、保護者へも通知。 

１２月 

発足する種目の決定 

※「わっと楽らくスポーツふそうに所属して活動する種目」と 

「近隣クラブチーム」が一覧となり、扶桑町 HP にて公開予定。 

各中学校の生徒より、意見を回収 

※ プラン【実行編】をもとに、生徒たちから意見を収集します。 

１月 

受け入れ可能な文化協会団体の決定 

※ 文化協会加入団体との協議をもとに、中学生の受け入れ可能な団体を決定。 

中学校入学説明会で案内 

※ １１月に発出した文書をもとに、説明。問い合わせ内容を集約。 

８

年 

度 

４月 
概要を各家庭へ伝達 

※ 発足する地域クラブ等をまとめた概要を発出予定。 

４～６月 

中学校部活動入部手続き（地域クラブ見学含む） 

※ 平日の部活動の入部の流れと並行し、休日の部活動（地域クラブとして８月

よりスタートする種目の合同練習等）を地域クラブの見学会として実施。 

※ 新規の地域クラブの見学等も実施できるよう調整。 

６月中旬 
地域クラブ入会手続き開始（最初は種目固定） 

※ 案内と併せて、わっと楽らくスポーツふそうの入会と、参加種目の決定。 

７月下旬 各種目で地域クラブスタート 

※ 国・県の動向に注視しつつ、随時計画を検討する予定です。大きく変更がある

場合は、早急に情報を発信していきます。 
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参加のパターン 

令和８年度の夏以降、平日の学校部活動は継続をしますが、休日の部活動は実施しません。その

ため、参加の方法が多岐にわたります。平日と休日に分けて、参加の方法を挙げます。参考にして

ください。中小学校体育連盟主催大会（夏の尾北支所大会等）への出場について、制限がある場合

があるので、ご注意ください。 

平 

日 

・部活動に参加（各中学校にある部活動は継続予定） 

・文化協会の活動に参加（文化協会登録費が必要） 

（受け入れ可能な団体のみ参加可能） 

・実施可能な地域クラブに参加（参加費が必要） 

休 

日 

・地域クラブに参加（参加費が必要） 

・地域のクラブチーム等に参加 

（クラブチームごとで異なる参加費が必要） 

・文化協会の活動に参加（文化協会登録費が必要） 

（受け入れ可能な団体のみ参加可能） 

※ 平日・休日ともに、参加をするかどうかは自由です。 

 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ アンケート内容より ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 
 

６月に実施した「部活動地域展開・地域連携に関わるアンケート」に御協力いただき、ありがと

うございました。皆様からいただいたご意見に、できる限り回答をする形で、こちらの【実行編】

を作成いたしました。 

扶桑町教育委員会は、今後もより多くの意見を取り入れながら、スローガンをもとに、中学校部

活動の地域展開を進めていきます。 

【扶桑町の部活動地域展開・地域連携における問い合わせ先】 

方針等について               運営について 

扶桑町役場 学校教育課           総合型地域スポーツクラブ 

部活動地域展開・地域連携担当        わっと楽らくスポーツふそう 

TEL：０５８７－９２－４１２７           （扶桑町総合体育館内） 

TEL：０５８７－９３－２５１１ 

平日（部活動）と休日（地域ク

ラブ）の連携をするにあたり、

別種目の参加の場合、個人の

状況把握が難しくなるため、

ご理解をお願いします。 

平日の部活動がある種目 
 
「平日の部活動」と「休日の
地域クラブ」は同一種目の
参加をお願いします。 


